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２．研究の進捗状況 １．研究計画の概要 
 平成 20 年度は、山西省太原市を中心に、
以下の遺物を調査した。 

 文献でのみ知られる魏晋南北朝時代の隆
盛を誇った絵画史を、近年次々と発見されて
いる墳墓壁画の整理・研究を通して再構築す
るのが、本課題の目的である。 

 ・北斉徐顕秀墓壁画 山西省太原市 
（迎沢区梨園現地） 
 ・北斉婁叡墓壁画  山西省太原市  具体的には、北朝の鮮卑系を中心とする墳

墓壁画を調査し、その主題・様式を分析して、
まず北朝絵画作品の実像に迫り、文献に記述
されている作品との整合性を検証する。 

（山西博物院地下収蔵庫） 
 ・北斉天龍山石窟  山西省太原市 
（晋祠近郊現地） 
 ・北周史君墓石槨等 陝西省西安市  そのために、 
（陝西省歴史博物館、西安博物院等）  
 その結果、  ・研究代表者（河野道房） ：研究の進行

主体、責任者；出土絵画全般の研究 (1)徐顕秀墓壁画と婁叡墓壁画の絵画表現上
の共通点と相違点  ・連携研究者１（王衛明） ：(1)中国の出

土品に関する情報提供、(2)中国仏教美術、仏
教絵画方面の情報提供および研究分担 

(2)(1)の共通点と河北磁県周辺の北斉墳墓壁
画との相違点（地域差の問題） 
(3)工房制作の問題点（壁面ごとの技量の差、
描き忘れ・塗り忘れ等） 

 ・連携研究者２（下野健児）：(3)出土墓誌
銘等の釈文、読解の補助、(4)出土文書の年
代・流派鑑定 (4)仏教造像と世俗画表現との関わり 

等の問題が明らかになった。  ・研究協力者（大学院生数名）：調査補助
（計測、撮影等）および資料や文献の整理・
情報入力 

 
 平成 21 年度は、敦煌・嘉峪関の調査を行
った。  

という分担体制で調査・研究にあたる。具体
的には、 

 ・敦煌仏爺廟湾西晋墓２基壁画調査 甘肅
省敦煌市（仏爺廟湾現地） 

  ・敦煌莫高窟北魏、北周窟調査 甘肅省敦
煌市（莫高窟現地） ・平成２０年度：河北、山西省、特に太原市

付近所在の墳墓壁画を調査  ・酒泉丁家閘５号墓壁画調査 甘肅省酒泉
市（果園地区丁家閘現地） ・平成２１年度：河北、山西の続き 

・平成２２年度：陝西省、特に西安周辺  ・嘉峪関新城村画像磚墓調査 甘肅省嘉峪
関市（野麻湾新城村現地、および博物館） ・平成２３年度：甘肅省 

・平成２４年度：調査の整理、報告書作成  その結果、 
 (5)魏晋十六国時期の様式的特徴は、基本は漢

代の画風の延長、清新素朴の風 という計画で調査を行い、同時に必要な文
献・図版資料を収集・整理する。 (6)主題：漢民族とは異なる五胡の特徴 髪

型・服装、神話・説話  



(7)地域差、民族差、多様性の問題 
等の問題が判明した。 
 
 平成 22 年度は、調査の見込みがたたない
ため、現地調査を見送り、文献・資料収集に
つとめた。 
 その結果、北朝でも北斉、北周での様式の
違いがあり、特に近年の発掘報告から、北周
系の人物造形は西方様式（特にソグド人のも
たらした様式）の影響が強い可能性が出てき
た。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 河北・河南方面は未調査だが、太原方面、
甘肅省方面の調査は進んでおり、江南の南朝
遺跡、東北の遺跡調査でおおむね想定してい
る調査は終了する見込みである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
東北地方の魏晋期絵画の調査、江南地域の

南朝系文物の調査、河南・河北の北斉墓調査、
河西地区の新出品調査のうち、可能なものを
進める。 
 最も重要と思われる南北朝期の画風の展
開に関して、北周絵画に類する魏晋期の先行
作例が近年発見されており（河西高台県地埂
坡 M4 号魏晋墓壁画、未報告）、可能であれば
山西・甘肅の補足調査も行う 
予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
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